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さがしてみよう
いろんな桜


■ヤマザクラ「桜といったら、ソメイヨシノ」―――ちょっと待って！
ほかにも、私たちの身近に、いろんな桜があるんですよ。
早咲き／遅咲きのもの、花びらの色や花の形もさまざま。
いくつ、見つかるかな？ いろんな桜を、さがしてみよう。

[image: C:\Users\nory\Desktop\7ed1ac327ad62bfe6ad0e7ea8b820be9_s.jpg]大半は、葉が開くのと同時に開花しますが、開花が早いものや遅いものもあります。花は白もしくは薄紅色で、華やかさはありませんが、味わいがあります。若葉は、赤味や黄味をおびたものなど。変異が多く、ソメイヨシノのように「一斉に咲いて、一斉に散る」タイプではありません。ソメイヨシノは明治期以降に爆発的に植樹された、観賞用の桜であり、それ以前の「日本を象徴する桜」です。

■オオシマザクラ
花の色は白で、葉や花が大きく、花に独特の芳香があります。サトザクラに分類される多くの園芸品種を生み出しました。ソメイヨシノのお父さん桜でもあります。また、桜餅の葉は、オオシマザクラの若葉を塩漬けにしたものです。
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■シダレザクラ
エドヒガンという桜の、その名の通り、枝が垂れるタイプのものです。花は、小輪で淡紅色。ソメイヨシノよりも、やや早く咲きます。枝の成長が早く、ちゃんと木質化する前に伸びてしまうので、垂れ下がった形になります。木の寿命はとても長く、大木に成長し、幹が縦に裂けたりします。
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■フユザクラ
[image: C:\Users\nory\Desktop\fba7268e338d7168925334b95fc91117_s.jpg]葉が小型なので、コバザクラとも呼ばれます。この桜の特徴は、開花時期。白い中輪の花が、秋から冬にかけて咲きます。秋に咲くのは、全体の３分の１ぐらい。残りは、ふつうの桜と同じように、春に咲きます。「１本で２度おいしい」わけですね。

■ヤエザクラ
八重咲きになるサクラの総称で、桜の種名ではありません。花びらが濃いピンク色のカンザンや、薄紅色のフゲンゾウなどがあります。大半はソメイヨシノに比べて、１～２週間ほど遅く開花します。
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